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サ
ー
ク
ル
活
動
の
活
性
化

を
図
る
た
め
、
顕
著
な
活
躍

が
あ
っ
た
サ
ー
ク
ル
・
団
体

を
表
彰
す
る
２
０
１
５
年
度

の
学
生
部
長
賞
に
、
三
曲
研

究
会
、
吹
奏
楽
研
究
会
、
全

学
応
援
団
が
選
ば
れ
た
。
３

団
体
受
賞
は
４
年
ぶ
り
。
受

賞
理
由
は
次
の
と
お
り
。

　
▽
三
曲
研
究
会
（
56
人
）

23
大
学
が
所
属
す
る
関
東
学

生
三
曲
連
盟
新
人
演
奏
会
に

お
い
て
、
11
年
連
続
し
て
最

優
秀
賞
を
受
賞
。
ま
た
、
今

年
度
創
立
50
年
を
迎
え
、
定

期
演
奏
会
も
47
回
を
数
え
、

日
々
精
力
的
に
活
動
を
続
け

て
い
る
。

　
▽
吹
奏
楽
研
究
会（
59
人
）

第
38
回
東
京
都
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
コ
ン
テ
ス
ト
で
ト
ロ
ン
ボ

ー
ン
四
重
奏
銅
賞
、
15
年
度

東
京
都
大
学
吹
奏
楽
コ
ン
ク

ー
ル
で
金
賞
を
受
賞
。
ま

た
、
近
隣
の
小
学
校
で
の
指

導
や
学
外
パ
レ
ー
ド
な
ど
地

域
活
動
に
も
大
き
く
貢
献
し

て
い
る
。

　
▽
全
学
応
援
団
（
34
人
）

リ
ー
ダ
ー
部
、
チ
ア
リ
ー
ダ

ー
部
、
吹
奏
楽
部
の
３
部
で

構
成
さ
れ
、
建
学
の
精
神
を

念
頭
に
学
生
の
範
を
示
し
て

活
動
。
東
都
大
学
野
球
春
季

リ
ー
グ
戦
で
優
勝
を
決
め
た

試
合
で
は
、
６
０
０
０
人
超

の
大
観
衆
が
詰
め
か
け
た
応

　
さ
ま
ざ
ま
な
人
に
話
を
聞

き
、
文
献
に
当
た
り
な
が
ら

論
を
構
築
す
る
こ
と
で
、

「
問
題
を
冷
静
に
捉
え
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
」
と
い
う
。
論
文
部
門
審

査
委
員
長
の
出
岡
宏
文
学
部

教
授
は
「
独
特
の
切
り
口
で

考
察
し
、
社
会
的
提
言
に
ま

で
至
っ
て
い
る
」
と
評
価
し

た
。

　
長
橋
さ
ん
は
「
二
部
生
に

も
も
っ
と
書
い
て
ほ
し
い
。

作
品
募
集
開
始
後
に
講
座
な

ど
が
あ
れ
ば
、
挑
戦
し
や
す

い
の
で
は
な
い
か
」
と
話
し

16
年
度
第
１
期
長
期 

交
換
留
学
生
に
７
人

　
２
０
１
６
年
度
の
長
期
交

換
留
学
生
、
交
換
留
学
奨
学

生
（
第
１
期
）
に
７
人
が
決

韓 国 檀国大学

中 国
上海大学／西北大学／北京大学国
際関係学院

台 湾 国立中山大学

モ ン ゴ ル モンゴル国立大学

ベ ト ナ ム
ベトナム国家大学ハノイ人文社会
科学大学／国民経済大学

ラ オ ス ラオス国立大学

カ ン ボ ジ ア 王立プノンペン大学

ア メ リ カ
ネブラスカ大学リンカーン校／
サスクェハナ大学／オレゴン大学

カ ナ ダ カルガリー大学

メ キ シ コ イベロアメリカーナ大学

イ ギ リ ス ブリストル大学

アイルランド ダブリン大学トリニティカレッジ

ド イ ツ
マルティン・ルター大学ハレ・ヴ
ィッテンベルク

ス ペ イ ン バルセロナ大学

フ ラ ン ス リヨン政治学院

オーストラリア ウーロンゴン大学

ニュージーランド ワイカト大学

◆国際交流協定校（17カ国・地域22大学）

◆国際交流組織間協定校（４カ国８機関）

◆研修校（４カ国５校）

　
昼
休
み
の
ひ
と
と
き
を
音

楽
で
彩
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

が
１
月
14
日
、
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
９
号
館
ア
ト
リ
ウ
ム
で

あ
っ
た
。
男
声
合
唱
団
グ
リ

ー
ク
ラ
ブ
（
竹
内
悠
代
表

文
２
）
が
高
ら
か
に
歌
声
を

響
か
せ
た
。

　
４
年
次
生
を
含
め
計
18
人

が
出
演
。
校
歌
や
エ
ー
ル
専

修
を
力
強
く
歌
っ
た
ほ
か
、

ア
ニ
メ
主
題
歌
な
ど
で
盛
り

上
げ
た
。

　
竹
内
さ
ん
は
「
グ
リ
ー
ク

ラ
ブ
を
知
ら
な
い
学
生
も
多

い
の
で
、
知
っ
て
も
ら
う
い

い
機
会
に
な
っ
た
。
今
後

も
、
男
声
な
ら
で
は
の
独
特

で
繊
細
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
響

か
せ
て
い
き
た
い
」
と
話
し

て
い
る
。

た
。

　「
遠
藤
周
作
の
本
が
ほ
し

く
て
」
努
力
賞
の
図
書
券
目

当
て
に
初
め
て
小
説
に
挑
ん

だ
土
田
さ
ん
。
タ
イ
ト
ル
は

「Journey in MOSCOW

」。

自
身
の
14
年
夏
の
ロ
シ
ア
留

学
を
下
敷
き
に
、
主
人
公
を

男
子
大
学
生
に
置
き
換
え

て
、
モ
ス
ク
ワ
で
経
験
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
を
織
り

交
ぜ
た
。
６
万
７
千
字
に
も

な
る
長
編
だ
が
「
一
気
に
書

き
上
げ
た
」
と
い
う
。

　
文
芸
部
門
審
査
委
員
長
の

小
林
恭
二
文
学
部
教
授
は
全

体
を
と
お
し
て
「
初
め
て
鳳

賞
の
受
賞
が
な
く
残
念
。
小

説
を
書
く
と
い
う
こ
と
は
継

続
す
る
こ
と
に
意
味
が
あ

る
。
今
後
も
書
き
続
け
て
ほ

し
い
」
と
講
評
し
た
。
柘
植

光
彦
文
学
賞
は
文
芸
評
論
家

で
も
あ
っ
た
柘
植
光
彦
文
学

部
名
誉
教
授
（
11
年
死
去
）

の
遺
志
を
継
ぎ
、
12
年
に
創

設
さ
れ
た
　
鳳
賞
、
柘
植
光

彦
文
学
賞
は
賞
金
20
万
円
。

入
賞
作
は
本
年
度
末
に
作
品

集
と
し
て
発
刊
さ
れ
る
。

15
年
度
後
期
・
国
際 

交
流
奨
励
生
に
２
人

　
学
生
の
海
外
で
の
調
査
活

動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
を
支
援
す
る
、
学
生
部
の

２
０
１
５
年
度
後
期
海
外
研

修
・
国
際
交
流
奨
励
生
に
２

人
が
決
ま
っ
た
。
渡
航
す
る

目
的
、
計
画
を
審
査
の
う

▶
　
懸
賞
論
文
部
門
鳳
賞
の
長
橋
さ
ん
（
左
）

と
柘
植
光
彦
文
学
賞
の
土
田
さ
ん

　
同
コ
ン
ク
ー
ル
は
学
生
の

幅
広
い
能
力
と
創
造
性
を
生

か
し
た
作
品
を
広
く
募
り
、

論
文
部
門
が
28
回
目
、
文
芸

部
門
は
24
回
目
。
そ
れ
ぞ
れ

14
本
、
30
作
品
の
応
募
が
あ

っ
た
。
12
月
７
日
、
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
授
賞
式
が
あ

り
、
阿
藤
正
道
学
生
部
長
か

ら
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ

た
。

　
長
橋
さ
ん
の
論
文
は
「
刺い

れ

青ず
み

か
ら
考
え
る
社
会
的
排
除

と
表
現
の
限
界
」。
近
年
、

プ
ー
ル
や
入
浴
施
設
な
ど
で

入
れ
墨
を
し
て
い
る
人
が
排

除
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目

し
「
な
ぜ
な
の
か
学
問
的
に

解
き
明
か
し
た
い
」
と
２
カ

月
か
け
て
執
筆
し
た
。
論
文

を
書
く
の
は
初
め
て
で
、
過

去
の
受
賞
作
や
入
学
時
に
配

布
さ
れ
た
「
知
の
ツ
ー
ル
ボ

ッ
ク
ス
」
を
読
み
込
ん
だ
。

　
２
０
１
５
年
度
懸
賞
論
文
・
文
芸
作
品
コ
ン
ク

ー
ル
（
学
生
部
主
催
）
の
優
秀
作
品
が
決
ま
り
、

懸
賞
論
文
部
門
で
最
優
秀
の
鳳
賞
に
長
橋
孝
典
さ

ん
（
二
部
法
２
）
が
二
部
生
と
し
て
初
め
て
選
ば

れ
た
。
文
芸
作
品
部
門
は
鳳
賞
の
該
当
作
が
な

く
、
柘
植
光
彦
文
学
賞
に
土
田
琴
美
さ
ん
（
法

３
）
が
選
ば
れ
た
。

　
鳳
賞
、
柘
植
光
彦
文
学
賞

以
外
の
入
賞
者
と
作
品
名
は

次
の
と
お
り
。

 

（
敬
称
略
）

◆
懸
賞
論
文

【
優
秀
賞

賞
金
５
万
円
】

▽
土
城
遥
（
人
間
科
学
３
）

「
自
己
呈
示
行
動
の
観
点
か

ら
み
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ

ア
利
用
」

【
佳
作

賞
金
２
万
円
】

▽
石
井
沙
紀
（
同
）「
な
く

な
ら
な
い
ホ
ー
ム
レ
ス
｜
寛

容
な
社
会
を
求
め
て
｜
」

▽
石
橋
愛
澄
（
同
）「
無
縁

社
会
が
生
ん
だ
孤
独
死
｜
縁

を
取
り
戻
す
に
は
｜
」

▽
福
島
あ
か
り
（
同
）「
流

行
が
今
を
映
し
出
す
｜
『
キ

ャ
ラ
化
』
で
ふ
さ
わ
し
く
目

立
つ
現
代
人
｜
」

◆
文
芸
作
品

【
優
秀
賞

賞
金
５
万
円
】

▽
伊
藤
希
（
文
３
）「
キ
ズ

ナ
チ
ャ
ッ
ト
」

▽
島
﨑
望
（
同
）「
同
じ
息

を
す
う
。」

▽
檜
谷
侑
香
（
文
４
）「
泳

げ
マ
ン
ボ
ウ
」

二
部
で
初

懸
賞
論
文
・
文
芸
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

長橋さんが論文鳳賞
柘
植
文
学
賞
に
土
田
さ
ん

◀
　
書
道
を
体
験
す
る
留
学
生

17
人
が
参
加 

 

日
本
事
情
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
日
本
語
学
習
を
希
望
す
る

外
国
人
の
た
め
の
「
冬
期
日

本
語
・
日
本
事
情
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
が
１
月
８
日
か
ら
始
ま

っ
た
。
２
月
27
日
ま
で
留
学

生
寮
「
国
際
交
流
会
館
」
に

滞
在
し
、
日
本
語
や
日
本
文

化
に
つ
い
て
学
ぶ
。

　
参
加
者
は
韓
国
の
国
際
交

流
協
定
校
と
チ
リ
の
短
期
留

学
生
の
ほ
か
、
今
年
度
、
交

換
留
学
生
と
し
て
専
大
で
学

ん
で
い
る
ド
イ
ツ
、
ベ
ト
ナ

ム
の
特
別
聴
講
生
計
７
大
学

17
人
。
午
前
中
は
レ
ベ
ル
別

ク
ラ
ス
で
日
本
語
を
学
ぶ
ほ

か
、
午
後
は
歌
舞
伎
鑑
賞
や

書
道
、
折
り
紙
教
室
、
ひ
な

ま
つ
り
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て
日

本
文
化
に
親
し
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
川
崎
市
と
の
共
催

に
よ
る
豪
ウ
ー
ロ
ン
ゴ
ン
大

学
（
国
際
交
流
協
定
校
）
学

生
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

開
講
さ
れ
、
10
人
が
１
月
９

日
か
ら
１
週
間
、
国
際
交
流

会
館
に
滞
在
。
30
日
ま
で
市

内
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
か
ら

通
学
し
て
日
本
語
を
学
び
、

川
崎
市
長
表
敬
訪
問
や
市
内

の
高
校
訪
問
な
ど
を
通
じ
て

市
民
や
専
大
生
と
友
好
を
深

め
た
。

多
彩
な
国
際
交
流
活
動

　
本
学
は
世
界
17
カ
国
・
地

域
、
22
大
学
と
国
際
交
流
協

定
を
結
ん
で
い
る
（
表
参

照
）。
多
く
の
専
大
生
が
中

期
・
春
期
・
夏
期
留
学
、
長

期
交
換
・
セ
メ
ス
タ
ー
交
換

留
学
な
ど
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
活
用
し
て
世
界
に
羽
ば

た
い
て
い
る
。

　
ま
た
、
協
定
校
を
は
じ
め

世
界
中
の
大
学
か
ら
留
学
生

が
訪
れ
、
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学

ん
で
い
る
。
専
大
生
は
、
国

際
交
流
会
館
で
留
学
生
と
共

に
生
活
す
る
「
寮
内
留
学
」

や
日
々
の
交
流
を
通
し
て
、

異
文
化
理
解
を
深
め
て
い

る
。

ま
っ
た
。
留
学
先
と
氏
名
・

学
部
学
年
は
次
の
と
お
り

（
敬
称
略
）。

〈
英
語
以
外
の
外
国
語
圏
〉

●
上
海
大
学
（
中
国
）

▽
佐
藤
由
衣
（
法
３
）

●
檀
国
大
学
（
韓
国
）

▽
村
瀬
麗
美
（
法
２
）

●
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
大

学
ハ
レ
・
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル

ク
（
ド
イ
ツ
）

▽
石
川
毅
（
法
２
）

▽
岡
江
遥
（
二
部
経
済
３
）

●
リ
ヨ
ン
政
治
学
院
（
フ
ラ

ン
ス
）

▽
山
本
美
紅
（
法
２
）

●
バ
ル
セ
ロ
ナ
大
学
（
ス
ペ

イ
ン
）

▽
岡
本
英
志
（
文
３
）

〈
英
語
圏
〉

●
ウ
ー
ロ
ン
ゴ
ン
大
学
（
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）

▽
コ
ネ
リ
ー
玲
央
（
文
２
）

【
佳
作

賞
金
２
万
円
】

▽
関
野
弥
有
（
同
）「
回
記
」

▽
松
本
美
鈴
（
文
２
）「
聖

夜
の
ホ
テ
ル
改
革
」

▽
古
家
京
典(
文
４)

「
深
更

行
脚
（
し
ん
こ
う
あ
ん
ぎ

ゃ
）」

▽
間
庭
百
花
（
人
間
科
学

４
）「
悪
趣
味
な
食
卓
」

▽
袴
田
真
尚
（
院
文
修
１
）

「
確
か
な
も
の
」

▽
中
田
光
政
（
院
文
修
３
）

「
錆
び
た
町
に
色
を
塗
る
」

援
席
で
見
事
な
統
制
を
と

り
、
リ
ー
グ
最
多
32
回
目
の

優
勝
に
大
き
く
花
を
添
え

た
。

え
、
奨
励
金
と
し
て
渡
航
費

用
の
一
部
を
支
給
す
る
。

　
奨
励
生
と
渡
航
先
、
期

間
、
目
的
は
次
の
と
お
り
。

 

（
敬
称
略
）

　
▽
木
村
圭
太
（
経
済
２
）

コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
／
２
月

４
〜
12
日
「
コ
ン
ゴ
の
お
し

ゃ
れ
集
団
の
調
査
」

　
▽
郡
司
千
鶴
（
経
済
３
）

タ
イ
／
２
月
１
〜
14
日
「
チ

ェ
ン
ラ
イ
県
で
の
山
岳
民
族

の
子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育
支

援
」

響くハーモニー

三
曲
研
究
会
　
吹
奏
楽
研
究
会
　
全
学
応
援
団

学
生
部
長
賞
に
３
団
体

グリークラブが
昼休みコンサート

◀
　
髙
橋
裕
国
際
交
流
セ
ン
タ

ー
長
（
前
列
中
央
）
と
長

期
交
換
留
学
生
た
ち


